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 －1－

「第 1章 津波・高潮ハザードマップの整備状況」のページイメージ 

○.○　予想浸水深の表示について

　予想浸水深を表示している津波ハザードマップは全事例の4割であった。浸水深を表示しなかった

代表的な理由は浸水深に関するデータがないためであり、そのほか実際と予測が異なる可能性がある

こと、予測はしたが精度不足といった浸水予測の不確実性に関わる点からの理由、津波危険区域の周

知に重点、避難場所の周知に重点、複雑化を避けるといった周知を意識した理由が挙げられている。

★★　Ｐｏｉｎｔ　★★

　●　浸水深の表示を可能とするデータの整備が必要

　●　表示においては不確実性や見やすさ・わかりやすさへの配慮が重要

浸水深を表示した
41.5%

浸水深を表示
しなかった

53.2%

検討中
1.1%

浸水深をハザードマップに表示した主な理由
・避難その他応急対応時の参考とするため
・避難計画作成の目安のため
・住民に対する危険度の明示のため
・元図で表示されていたため

浸水深をハザードマップに表示しなかった主な理由
・浸水深に関するデータがないため
・調査する予算がなかったため
・予想浸水深に関する知識がなかったため
・実際と予測が異なる可能性があるため
・予測はしたが精度不足と思われたため
・居住区への浸水が予測されていないため
・津波危険区域の周知に重点を置いたため
・避難場所の周知に重点を置いたため
・複雑化を避けるため



 －2－

「第 2章 津波・高潮ハザードマップ作成過程に関する事例紹介」のページイメージ 

○.○　△△町津波ハザードマップの作成事例

　○○地方の南端に位置する□□県△△町では、関係機関及び地域住民等の協力を得て、平成●年度

に「△△町津波ハザードマップ」を作成した。

(1)　ハザードマップ作成の経緯

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

(2)　ハザードマップの作成作業

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

(3)　ハザードマップの配布・周知

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

メンバー

議事

△△町助役、○○高等専門学校助教授、□□大学教授、○○事務所所長、△
△消防団団長、△△町内会連合会会長、□□地区区長、□□地区老人会代
表、□□地区まちづくりの会代表

第１回(平成●年●月●日)：1.津波ハザードマップ作成の趣旨と目的、2.△
△町の災害特性とハザードマップのあり方、3.記載項目(避難活用情報、災害
学習情報、ハザードマップの形態、作成手順)

第２回(平成●年●月●日)：1.津波ハザードマップ試作結果について、2.現
地の確認、3.ハザードマップの活用について

表○.○　△△町津波ハザードマップ作成検討会メンバー及び議事内容

  

地域住民

ハザードマップ作成開始

ハザードマップ作成完了

△△町

□□事務所

△△町津波ハザードマップ作成検討会

地域ワークショップ

△△町

自主防災会
(町内８地区)

町立小中学校

データ(浸水予
測結果)の提供

ハザードマップの作成を要望

原案作成(掲載情報、レイアウト)
検討会の事務局作業

内容検討

内容検討

地域住民への
配布

協力

協力

地域住民への説明、周知

図○.○　△△町津波ハザードマップ作成の流れ
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「第 3章 津波・高潮ハザードマップの住民理解促進、活用に関する事例紹介」のページイメージ 

○.○　ハザードマップと連携した避難誘導方策例

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・。

★★　Ｐｏｉｎｔ　★★

　●　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　●　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○○市の事例
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・

△△事務所の事例
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・
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「第 5章 津波・高潮ハザードマップ例」のページイメージ＜その 1＞ 

○.○　□□市津波避難地図(サイズ：Ａ３)

冷蔵庫等に貼れるようＡ３サイズで作成。
記載内容は住民ワークショップで検討。
表面は市域全体、裏面は個々の家が確認できる縮尺で作成。

作成上の工夫

作成概要 ●サイズ・形態：Ａ３表裏
●縮尺　　　　：表面1:20,000、裏面1:4,000
●整備主体 ：□□市＋国(国土交通省○○事務所)
●外力 ：安政南海地震(M8.4)レベルで最悪の位置
●浸水予測手法：数値シミュレーション
●住民参画 ：８地区でワークショップを各３回開催

ワークショップで検討した避難方向を表示

浸水開始時刻を表示

人のスケールでの表示
避難場所を表示

ハザードマップ裏面

ハザードマップ表面

対象、外力を明記

最小限の防災メモ

最小限の対応情報

ワークショップで避難場所や避難方向を検討
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「第 5章 津波・高潮ハザードマップ例」のページイメージ＜その 2＞ 

○.○　□□市地震防災ハンドブック(パンフレット、見開きＡ３)

地震が起きたらすぐ避難することを強調
不確実性への対応として「水門等開放時の浸水域」「安政東
海地震推定浸水域」を合わせて表示

作成上の工夫

作成概要 ●サイズ・形態：Ａ３見開き(Ａ４冊子)
●縮尺　　　　：不明
●整備主体 ：○○県＋□□市
●外力 ：想定東海地震／安政東海地震
●浸水予測手法：数値シミュレーション

地震発生時の対応につい
て詳細に記載

安政東海地震推定浸水域と
してバッファゾーンを表示
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「第 5章 津波・高潮ハザードマップ例」のページイメージ＜その 3＞ 

○.○　□□町地域防災対策(Ａ４サイズ、耐水加工)

携行することを考慮し、Ａ４のハンディなサイズとし、耐水
加工している。
非常時持ち出し品チェックリストなどの情報も充実

作成上の工夫

作成概要 ●サイズ・形態：Ａ４表裏(下敷き風、防水加工)
●縮尺　　　　：不明
●整備主体 ：○○県＋□□市
●外力 ：想定東海地震／安政東海地震
●浸水予測手法：数値シミュレーション

表面

裏面

事前準備、地震発生時の
対応について詳細に記載

携行を考慮したＡ４サイズ、耐水加工

 

 


